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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　洗濯物を収容する内槽と、前記内槽を回転自在に収容した外槽と、前記外槽の上面を覆
うカバーと、前記外槽内に給水する給水手段と、前記外槽内の水位を検知する水位検知手
段と、前記内槽を回転駆動する駆動手段と、前記水位検知手段の信号を入力し前記給水手
段と駆動手段等を制御して洗い、すすぎ、脱水の各行程を逐次制御する制御手段とを備え
、前記制御手段は、洗い行程の開始時の給水時において、前記水位検知手段が前記洗い行
程での水位よりも低い所定水位を検知すると給水を停止し、前記内槽を所定の回転数で回
転させることで洗剤を溶解する洗剤溶解行程を実行した後、前記洗剤溶解行程での回転数
より高い回転数で回転させることで前記内槽と前記外槽の間に泡を発生させる泡行程を実
行するようにし、前記外槽は、側面の一部を前記内槽の回転方向に向かって前記側面の略
接線方向に延設し外側に隆起させた側壁面と、前記外槽の側面と略同径で前記側壁面と開
口部を前記内槽の回転方向の上流側に有して一体成形された仕切り板とにより泡室を一体
に形成して前記泡行程において泡と洗濯液を前記泡室に集めるように構成され、前記カバ
ーは、一端が前記泡室に連通し他端に泡吐出部を配設した循環経路を設けて前記泡室に集
められた前記泡と洗濯液が前記泡吐出部より前記内槽内に吐出されるように構成され、前
記仕切り板は、前記開口部を形成する端部に前記内槽の回転方向に対し略垂直な平面部を
形成するとともに、前記平面部の泡室側には前記内槽の回転方向に対し鋭角な案内面を形
成する第１リブを設け、前記第１リブは、前記内槽の回転方向の下流側の面を前記内槽の
回転方向の下流側の前記仕切り板に対し略垂直または鋭角に形成した洗濯機。
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【請求項２】
　洗濯物を収容する内槽と、前記内槽を回転自在に収容した外槽と、前記外槽の上面を覆
うカバーと、前記外槽内に給水する給水手段と、前記外槽内の水位を検知する水位検知手
段と、前記内槽を回転駆動する駆動手段と、前記水位検知手段の信号を入力し前記給水手
段と駆動手段等を制御して洗い、すすぎ、脱水の各行程を逐次制御する制御手段とを備え
、前記制御手段は、洗い行程の開始時の給水時において、前記水位検知手段が前記洗い行
程での水位よりも低い所定水位を検知すると給水を停止し、前記内槽を所定の回転数で回
転させる洗剤溶解行程を実行した後、前記洗剤溶解行程での回転数より高い回転数で回転
させることで前記内槽と前記外槽の間に泡を発生させる泡行程を実行するようにし、前記
外槽は、側面の一部を前記内槽の回転方向に向かって前記側面の略接線方向に延設し外側
に隆起させた側壁面と、前記外槽の側面と略同径で前記側壁面と開口部を前記内槽の回転
方向の上流側に有して一体成形された仕切り板とにより泡室を一体に形成して前記泡行程
において泡と洗濯液を前記泡室に集めるように構成され、前記カバーは、一端が前記泡室
に連通し他端に泡吐出部を配設した循環経路を設けて前記泡室に集められた前記泡と洗濯
液が前記泡吐出部より前記内槽内に吐出されるように構成され、前記仕切り板は、前記開
口部を形成する端部に前記内槽の回転方向に対し略垂直な平面部を形成するとともに、前
記平面部の泡室側には前記内槽の回転方向に対し鋭角な案内面を形成する第１リブを設け
、前記仕切り板には、前記泡室側に前記仕切り板に対し略垂直に突出した第２リブを少な
くとも１箇所設けた洗濯機。
【請求項３】
　外槽の上面を覆うカバーは、泡室を形成する外槽の側壁面に係合する爪部を設けた請求
項１または２記載の洗濯機。
【請求項４】
　外槽の上面を覆うカバーは、泡室を形成する外槽の開口部に対向した位置に遮蔽リブを
設けた請求項１または２記載の洗濯機。
【請求項５】
　制御手段は、洗い行程での水位よりも低い所定水位と駆動手段の回転数と駆動時間を可
変にした請求項１～４のいずれか１項に記載の洗濯機。

【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
　本発明は、洗濯物の上方から泡を吐出して洗濯する洗濯機に関する。
【０００２】
【従来の技術】
　従来、代表的な洗濯機は、パルセータと呼ばれる撹拌翼を回転させて洗濯するものであ
り、この種の洗濯機の構成を図４を参照しながら説明する。
【０００３】
　図１０に示すように、外槽８０は、底部に撹拌翼８１を回転自在に配設した内槽８２を
内包し、吊り棒８３により洗濯機外枠８４に吊り下げている。モータ８５は、Ｖベルト８
６および減速機構兼クラッチ８７を介して、撹拌翼８１または内槽８２を駆動する。排水
弁８８は内槽８２内の洗濯液を排水し、給水弁８９は内槽８２内に給水するものである。
【０００４】
　内槽８２の上部には脱水時の振動を低減させるための流体バランサー９０を設け、内槽
８２の上部には蓋９１を配設している。制御装置９２は、モータ８５、排水弁８８、給水
弁８９などを制御して、洗濯、すすぎ、脱水の一連の行程を逐次制御するものである（例
えば、特許文献１参照）。
【０００５】
　上記構成において動作を説明すると、内槽８２内に洗濯物と所定量の洗剤を投入した後
、洗濯を開始すると制御装置９２により給水弁８９を制御して内槽８２内に所定量の水を
給水し、その後制御装置９２により、モータ８５を制御して撹拌翼８１を駆動する。撹拌
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翼８１の回転によって内槽８２内の洗濯物と水とを撹拌し、この撹拌によって洗剤を除々
に溶解して洗濯液となり、洗濯物の汚れに作用することとなる。
【０００６】
【特許文献１】
　特開２００１－３７８２６号公報
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
　しかしながら、この構成の洗濯機の場合、撹拌翼８１によって内槽８２内の洗濯物を撹
拌するといった機械力のみによって洗浄力を確保しているため、内槽８２の底部にある洗
濯物には機械力が伝わりやすく、高い洗浄力が得られるが、内槽８２の上部にある洗濯物
には機械力が伝わりにくいため、洗浄力が得られず、洗いむらが大きくなるという問題を
有していた。
【０００８】
　本発明は上記課題を解決するもので、溶解した洗濯液より泡を発生させ、発生した泡を
泡室に集めて上方に揚水し、内槽内の洗濯物に上方からかけることで、高い洗浄力を確保
し、洗いむらを低減し、さらに、内槽を回転させ内槽と外槽の間に泡水が発生した際、泡
水の誘い込みと逆流を防止し、内槽の上方の泡吐出部から内槽内に吐出できるようにし、
単純な構成で信頼性を向上するとともに、部品点数を減らすことでコストを低減すること
を目的としている。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　本発明は上記目的を達成するために、洗濯物を収容する内槽を外槽内に回転自在に収容
し、この外槽の上面をカバーで覆い、この外槽内に給水手段により給水し、外槽内の水位
を水位検知手段により検知し、内槽を駆動手段により回転駆動し、水位検知手段の信号を
入力し給水手段と駆動手段等を制御手段により制御して洗い、すすぎ、脱水の各行程を逐
次制御するよう構成し、制御手段は、洗い行程の開始時の給水時において、水位検知手段
が洗い行程での水位よりも低い所定水位を検知すると給水を停止し、内槽を所定の回転数
で回転させることで洗剤を溶解する洗剤溶解行程を実行した後、洗剤溶解行程での回転数
より高い回転数で回転させることで内槽と外槽の間に泡を発生させる泡行程を実行するよ
うにし、外槽は、側面の一部を内槽の回転方向に向かって側面の略接線方向に延設し外側
に隆起させた側壁面と、外槽の側面と略同径で側壁面と開口部を内槽の回転方向の上流側
に有して一体成形された仕切り板とにより泡室を一体に形成して前記泡行程において泡と
洗濯液を前記泡室に集めるように構成され、カバーは、一端が泡室に連通し他端に泡吐出
部を配設した循環経路を設けて泡室に集められた泡と洗濯液が泡吐出部より内槽内に吐出
されるように構成され、仕切り板は、開口部を形成する端部に内槽の回転方向に対し略垂
直な平面部を形成するとともに、平面部の泡室側には内槽の回転方向に対し鋭角な案内面
を形成する第１リブを設け、第１リブは、内槽の回転方向の下流側の面を内槽の回転方向
の下流側の仕切り板に対して略垂直または鋭角に形成したものである。
【００１０】
　これにより、溶解した洗濯液より泡を発生させ、発生した泡を泡室に集めて上方に揚水
し、内槽内の洗濯物に上方からかけることで、高い洗浄力を確保できて、洗いむらを低減
することができ、さらに、内槽を回転させ内槽と外槽の間に泡水が発生した際、泡水の誘
い込みと逆流を防止することができ、内槽の上方の泡吐出部から内槽内に吐出することが
でき、単純な構成で信頼性を向上することができ、部品点数を減らすことでコストを低減
することができる。
【００１１】
【発明の実施の形態】
　本発明の請求項１に記載の発明は、洗濯物を収容する内槽と、前記内槽を回転自在に収
容した外槽と、前記外槽の上面を覆うカバーと、前記外槽内に給水する給水手段と、前記
外槽内の水位を検知する水位検知手段と、前記内槽を回転駆動する駆動手段と、前記水位
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検知手段の信号を入力し前記給水手段と駆動手段等を制御して洗い、すすぎ、脱水の各行
程を逐次制御する制御手段とを備え、前記制御手段は、洗い行程の開始時の給水時におい
て、前記水位検知手段が前記洗い行程での水位よりも低い所定水位を検知すると給水を停
止し、前記内槽を所定の回転数で回転させることで洗剤を溶解する洗剤溶解行程を実行し
た後、前記洗剤溶解行程での回転数より高い回転数で回転させることで前記内槽と前記外
槽の間に泡を発生させる泡行程を実行するようにし、前記外槽は、側面の一部を前記内槽
の回転方向に向かって前記側面の略接線方向に延設し外側に隆起させた側壁面と、前記外
槽の側面と略同径で前記側壁面と開口部を前記内槽の回転方向の上流側に有して一体成形
された仕切り板とにより泡室を一体に形成して前記泡行程において泡と洗濯液を前記泡室
に集めるように構成され、前記カバーは、一端が前記泡室に連通し他端に泡吐出部を配設
した循環経路を設けて前記泡室に集められた前記泡と洗濯液が前記泡吐出部より前記内槽
内に吐出されるように構成され、前記仕切り板は、前記開口部を形成する端部に前記内槽
の回転方向に対し略垂直な平面部を形成するとともに、前記平面部の泡室側には前記内槽
の回転方向に対し鋭角な案内面を形成する第１リブを設け、前記第１リブは、前記内槽の
回転方向の下流側の面を前記内槽の回転方向の下流側の前記仕切り板に対し略垂直または
鋭角に形成したものであり、溶解した洗濯液より泡を発生させ、発生した泡を泡室に集め
て上方に揚水し、内槽内の洗濯物に上方からかけることで、高い洗浄力を確保できて、洗
いむらを低減することができ、さらに、内槽を回転させ内槽と外槽の間に泡水が発生した
際、外槽と一体に成形された仕切り板の開口部を形成する端面の中心寄り側の平面部と鋭
角な案内面と、この鋭角な案内面のリブの裏側端面を内槽の回転方向の下流側の仕切り板
と略垂直または鋭角に形成しているため、泡水の誘い込みと逆流を防止することができ、
内槽の上方の泡吐出部から内槽内に吐出することができ、単純な構成で信頼性を向上する
ことができ、部品点数を減らすことでコストを低減することができる。
【００１２】
　請求項２に記載の発明は、洗濯物を収容する内槽と、前記内槽を回転自在に収容した外
槽と、前記外槽の上面を覆うカバーと、前記外槽内に給水する給水手段と、前記外槽内の
水位を検知する水位検知手段と、前記内槽を回転駆動する駆動手段と、前記水位検知手段
の信号を入力し前記給水手段と駆動手段等を制御して洗い、すすぎ、脱水の各行程を逐次
制御する制御手段とを備え、前記制御手段は、洗い行程の開始時の給水時において、前記
水位検知手段が前記洗い行程での水位よりも低い所定水位を検知すると給水を停止し、前
記内槽を所定の回転数で回転させる洗剤溶解行程を実行した後、前記洗剤溶解行程での回
転数より高い回転数で回転させることで前記内槽と前記外槽の間に泡を発生させる泡行程
を実行するようにし、前記外槽は、側面の一部を前記内槽の回転方向に向かって前記側面
の略接線方向に延設し外側に隆起させた側壁面と、前記外槽の側面と略同径で前記側壁面
と開口部を前記内槽の回転方向の上流側に有して一体成形された仕切り板とにより泡室を
一体に形成して前記泡行程において泡と洗濯液を前記泡室に集めるように構成され、前記
カバーは、一端が前記泡室に連通し他端に泡吐出部を配設した循環経路を設けて前記泡室
に集められた前記泡と洗濯液が前記泡吐出部より前記内槽内に吐出されるように構成され
、前記仕切り板は、前記開口部を形成する端部に前記内槽の回転方向に対し略垂直な平面
部を形成するとともに、前記平面部の泡室側には前記内槽の回転方向に対し鋭角な案内面
を形成する第１リブを設け、前記仕切り板には、前記泡室側に前記仕切り板に対し略垂直
に突出した第２リブを少なくとも１箇所設けたものであり、内槽を回転させ内槽と外槽の
間に泡水が発生した際、外槽と一体に成形された仕切り板の開口部を形成する端面の中心
寄り側の平面部と鋭角な案内面と、仕切り板の泡室側に略垂直に突出したリブを形成して
いるため、泡水の誘い込みと逆流を防止することができ、泡水を確実に泡室に集めて上方
に揚水し、内槽の上方の泡吐出部から内槽内に吐出することができ、この泡水による洗浄
力を向上できるとともに、単純な構成で信頼性を向上することができ、さらに、部品点数
を減らすことでコストを低減することができる。
【００１３】
　請求項３に記載の発明は、上記請求項１または２に記載の発明において、外槽の上面を
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覆うカバーは、泡室を形成する外槽の側壁面に係合する爪部を設けたものであり、内槽を
回転させ内槽と外槽の間に発生させた泡水を確実に泡室に集めて上方に揚水する際、外槽
の側壁面に係合する爪部があるため、カバーの水圧による変形を防止することができ、低
コストで水漏れのないものにできる。
【００１４】
　請求項４に記載の発明は、上記請求項１または２に記載の発明において、外槽の上面を
覆うカバーは、泡室を形成する外槽の開口部に対向した位置に遮蔽リブを設けたものであ
り、内槽を回転させ内槽と外槽の間に発生させた泡水を確実に泡室に集めて上方に揚水す
る際、外槽の開口部に対向した位置に遮蔽リブがあるため、泡室の開口部付近にある泡水
が内槽内へ流入するのを防止することができ、泡水の内槽の上方にある泡吐出部からの内
槽内への吐出を低コストで確実なものとすることができる。
【００１５】
　請求項５に記載の発明は、上記請求項１～４に記載の発明において、制御手段は、洗い
行程での水位よりも低い所定水位と駆動手段の回転数と駆動時間を可変にしたものであり
、給水手段の泡発生水位と駆動手段の回転数と駆動時間の調整により、内槽を回転させ内
槽と外槽の間に発生させる泡水の量を制御でき、泡水発生の信頼性を低コストで確実なも
のとすることができる。
【００１６】
【実施例】
　以下、本発明の実施例について、図面を参照しながら説明する。
【００１７】
　（実施例１）
　図１に示すように、外槽１は、内側に内槽２を回転自在に内包し、内槽２の内底部には
減速機構３を介して回転自在に撹拌翼４を配設している。外槽１の上部開口部にパッキン
５を介してカバー６を設け、吊り棒７により洗濯機外枠８に吊り下げている。
【００１８】
　モータ（駆動手段）９は、減速機構３を介して内槽２を回転駆動する。給水手段１０は
給水弁１０ａと水位検知手段１０ｂとで構成し、給水弁１０ａは内槽２内に水を給水する
ものであり、水位検知手段１０ｂは外槽１内の水位を検知するもので、排水弁１１は外槽
１内の洗濯液を排水するものである。
【００１９】
　制御手段１３は、モータ９、給水手段１０、排水弁１１などを制御して、洗い、すすぎ
、脱水の各行程を逐次制御するものである。
【００２０】
　外槽１の側面の一部には、外槽１の内底部１ａよりも上方に位置した泡室１４を一体に
形成しており、泡室１４上部はパッキン５を介してカバー６で密閉するとともに、カバー
６の一部に循環経路１５の一部を形成しており、循環経路１５の先端に泡吐出部１６を配
設している。
【００２１】
　つぎに、図２に示すように、泡室１４の外周部を形成する側壁面１７は、内槽２の回転
方向に向かって外槽１の側面の略接線方向に延設し隆起させて形成しており、また、泡室
１４と外槽１の内部を仕切る仕切り板１８は、外槽１の側面と略同径で側壁面１７と開口
部１９を有して外槽１と一体に成形している。泡室１４の底面を形成する案内部２０は、
内槽２の回転方向に向かって上方に湾曲するように外槽１に一体に形成している。
【００２２】
　つぎに、図３に示すように、仕切り板１８の開口部１９を形成する端部２１は、仕切り
板１８の接続方向に対し略垂直な平面部２２を形成するとともに、平面部２２の泡室１４
側には仕切り板１８の接続方向に対し鋭角な案内面２３を形成するリブ２４を設け、この
案内面２３を形成するリブ２４の反対側面２５を仕切り板１８と略垂直に形成している。
【００２３】
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　上記構成において動作を説明すると、内槽２に洗濯物と洗剤を投入して運転を開始する
と、制御手段１３によって給水弁１０ａを動作し、内槽２内に水が給水される。水位検知
手段１０ｂが通常の洗濯液位よりも低い所定水位を検知すると制御手段１３に信号を送り
、給水弁１０ａの動作を停止する。
【００２４】
　その後、洗剤溶解行程に移り、制御手段１３によってモータ９を駆動し、内槽２を回転
する。このときの回転数は、洗剤を溶解する前に洗濯液が泡吐出部１６から吐出すること
がない回転数に設定されており、洗剤を溶解する。
【００２５】
　つぎに、泡行程に移り、洗剤溶解行程よりも高い回転数で内槽２を回転させることで、
内槽２と外槽１の間の洗濯液に大量の空気を送り込んでそれらを混合させ、大量の泡を発
生させる。この大量に発生した泡は比重が軽いため洗濯液の上層部に位置する。この上層
部の泡と下層部の洗剤液は、内槽２の回転による遠心力で外槽１の側面方向に押され、泡
と洗剤液の水位が泡室１４の案内部２１以上になると、泡室１４の外周部を形成する側壁
面１７を、回転方向に向かって外槽１の側面の略接線方向に延設し隆起させて形成し、ま
た泡室１４と外槽１の内部を仕切る仕切り板１８を、外槽１の側面と略同径で側壁面１７
と開口部１９を有して一体成形し、この仕切り板１８の開口部１９を形成する端部２１を
、外側に案内面２３を有するリブ２４で形成しているので、外槽１の側面に沿って回転し
ている泡と洗剤液は勢いよく泡室１４に入る。
【００２６】
　外槽１の側面よりやや内側を回転している泡と洗剤液は、仕切り板１８の開口部１９を
形成する端部２１の中心寄り側に形成された平面部２２により、流れを阻害され、乱流が
発生するため、仕切り板１８より中心側の流れが少なくなる。これにより、仕切り板１８
より外周側の泡と洗剤液の流れを増加させ、端部２１の外側の案内面２３により、泡と洗
剤液の流れは泡室１４の方向に案内され、さらに多くの泡と洗剤液が泡室１４に入る。
【００２７】
　泡室１４に入ってきた泡と洗剤液は、案内板２０に沿ってその速度成分を水平方向から
垂直方向に変換することで上方に上昇し、上面を覆うカバー６にぶつかり混合して泡水と
なる。このとき、泡水の一部は、ぶつかった反動で逆流を起こし泡室１４を出ようとする
が、案内面２３を形成するリブ２４の反対側面２５を仕切り板１８と略垂直に形成してい
るので、逆流による泡水の泡室１４からの流出を防止することができ、泡水のほとんどが
循環経路１５を通じて泡吐出部１６から内槽２内に吐出される。
【００２８】
　このように本実施例によれば、洗濯液から大量の泡水を発生させて、泡水を内槽２の上
方より洗濯物にかけて洗濯物の表面あるいは洗濯物を通過させることによって、洗浄力を
高めることができる。また、洗濯液を泡水にすることにより、体積が増えるため、少ない
洗濯液で洗濯物の汚れに洗剤成分を作用させることができる。また、泡の発生機構を単純
な構成にしたため、信頼性を向上することができ、さらに、部品点数を減らすことでコス
トを低減することができる。
【００２９】
　また、仕切り板１８にリブ２４を設けているため、泡水の侵入による仕切り板１８の変
形を防止することができ、泡水の流量を安定化できるだけでなく、衣類の著しく大きなア
ンバランス状態での運転になって内槽２と外槽１とが大きく振動した場合においても、内
槽２と外槽１との擦れ等による異常音の発生を防止することができる。
【００３０】
　なお、本実施例では、泡を吐出する泡行程までを記載しているが、この後、水位を上昇
させ、撹拌翼４を撹拌させるなどして通常の洗濯行程を行ってもよい。
【００３１】
　また、本実施例では、内槽５を右回転させることで泡を吐出するように構成しているが
、左回転で泡を吐出するように構成してもよい。
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【００３２】
　また、リブ２４の反対側面２５は仕切り板１８と鋭角であってもよく、同様の効果を得
ることができる。
【００３３】
　さらに、本実施例では、平面部２２は、仕切り板１８の接続方向に対し略直角に形成し
たが、接続方向に対し、若干の鋭角を有しても同様の効果が得られることはいうまでもな
い。
【００３４】
　（実施例２）
　図４に示すように、外槽３１の側面の略接線方向に延設し隆起させた側壁面３２と、外
槽３１の側面と略同径で側壁面３２と開口部３３を有して外槽３１と一体に成形された仕
切り板３４とにより泡室３５を外槽３１に一体に形成している。仕切り板３４は、開口部
３３を形成する端部３６には仕切り板３４の接続方向に対し略垂直な平面部３７を形成す
るとともに平面部３７の泡室３５側には仕切り板３４の接続方向に対し鋭角な案内面３８
を形成する第１リブ３９を設けている。他の構成は上記実施例１と同じである。
【００３５】
　さらに、泡室３５内部には、仕切り板３４から泡室３５内部方向に略直角に突出した第
２リブを設けている。
【００３６】
　上記構成において動作を説明すると、泡行程において、上層部の泡と下層部の洗剤液は
、内槽（図示せず）の回転による遠心力で外槽３１の側面方向に押され、泡と洗剤液の水
位が泡室３５の下面以上になると、泡室３５の外周部を形成する側壁面３２を、内槽の回
転方向に向かって外槽３１の側面の略接線方向に延設し隆起させて形成し、また、泡室３
５と外槽３１内部を仕切る仕切り板３４を、外槽３１の側面と略同径で側壁面３２と開口
部３３を有して一体成形し、この仕切り板３４の開口部３３を形成する端部３６の外側部
に案内面３８を有しているので、外槽３１の側面に沿って回転している泡と洗剤液は勢い
よく泡室３５に入る。
【００３７】
　外槽３１の側面よりやや内側を回転している泡と洗剤液は、仕切り板３４の開口部３３
を形成する端部３６の中心寄り側に形成された平面部３７により、流れを阻害され、乱流
が発生するため、仕切り板３４より中心側の流れを少なくする。これにより、仕切り板３
４より外周側の泡と洗剤液の流れを増加させ、端部３６の外側の案内面３８により、泡と
洗剤液の流れは泡室３５方向に案内され、さらに多くの泡と洗剤液が泡室３５に入る。
【００３８】
　泡室３５に入ってきた泡と洗剤液は、上記実施例１と同様に、泡室３５の下面を形成す
る案内板２０に沿ってその速度成分を水平方向から垂直方向に変換することで上方に上昇
し、上面を覆うカバー６にぶつかり混合して泡水となる。
【００３９】
　このとき、泡水の一部は、ぶつかった反動で逆流を起こし泡室３５を出ようとするが、
仕切り板３４の泡室３５側に略垂直に突出した第１リブ３９と第２リブ４０を設けている
ので、逆流による泡水の泡室３５からの流出を防止することができ、泡水のほとんどが循
環経路１５を通して泡吐出部１６から内槽内に吐出される。
【００４０】
　このように本実施例によれば、仕切り板３４は、開口部３３を形成する端部３６に平面
部３７を形成し外側に鋭角な案内面３８を形成するとともに、仕切り板３４の泡室３５側
に略垂直に突出した第１リブ３９と第２リブ４０を設けているので、内槽を回転させて内
槽と外槽３１の間に泡水が発生した際、泡水の誘い込みと逆流を防止することができ、泡
水を確実に泡室３５に集めて上方に揚水し、内槽の上方の泡吐出部から内槽内に吐出する
ことができ、この泡水による洗浄力を向上できるとともに、単純な構成で信頼性を向上す
ることができ、さらに、部品点数を減らすことでコストを低減することができる。
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【００４１】
　なお、本実施例では、仕切り板３４の泡室３５側に略垂直に突出した第１リブ３９と第
２リブ４０を設けているが、リブは少なくとも１箇所設ければよく、同様の作用効果を得
ることができる。
【００４２】
　（実施例３）
　図５に示すように、爪部５１は、外槽５２の上面を覆うカバー５３に設け、泡室５４を
形成する外槽５２の側壁面５５の凸部５６に係合している。他の構成は上記実施例１と同
じである。
【００４３】
　上記構成において動作を説明すると、内槽（図示せず）を回転させ内槽と外槽５２の間
に発生させた泡水を確実に泡室５４に集めて上方に揚水する際、外槽５２の側壁面５５に
係合する爪部５１があるため、カバー５３の水圧による変形を防止することができる。
【００４４】
　このように本実施例によれば、外槽５２の上面を覆うカバー５３に、泡室５４を形成す
る外槽５２の側壁面５５に係合する爪部５１を設けたので、内槽を回転させ内槽と外槽５
２の間に発生させた泡水を確実に泡室５に集めて上方に揚水する際、爪部５１によりカバ
ー５３の水圧による変形を防止することができ、低コストで水漏れのないものにできる。
【００４５】
　（実施例４）
　図６に示すように、遮蔽リブ６１は、外槽６２の上面を覆うカバー６３の泡室６４を形
成する外槽６２の開口部６５に対向した位置に設けている。他の構成は上記実施例１と同
じである。
【００４６】
　上記構成において動作を説明すると、内槽（図示せず）を回転させて内槽と外槽６２の
間に発生させた泡水を確実に泡室６４に集めて上方に揚水する際、外槽６２の開口部６５
に対向した位置に遮蔽リブ６１を設けているため、泡室６４の開口部６５付近にある泡水
が内槽内へ流入するのを防止することができる。
【００４７】
　このように本実施例によれば、外槽６２の上面を覆うカバー６３に、泡室６４を形成す
る外槽６２の開口部６５に対向した位置に遮蔽リブ６１を設けたので、内槽を回転させ内
槽と外槽６２の間に発生させた泡水を確実に泡室６４に集めて上方に揚水する際、遮蔽リ
ブ６１により泡室６４の開口部６５付近にある泡水が内槽内へ流入するのを防止すること
ができ、泡水の内槽の上方にある泡吐出部からの内槽内への吐出を低コストで確実なもの
とすることができる。
【００４８】
　（実施例５）
　図１に示す制御手段１３は、給水弁１０ａと水位検知手段１０ｂとで構成した給水手段
１０泡発生水位と、モータ９の回転数と駆動時間を調整可能としている。他の構成は上記
実施例１と同じである。
【００４９】
　上記構成において作用を説明する。図７は、給水手段１０の泡発生水位と泡発生量の関
係を示しており、水位が低いと泡の発生量は少なく、水位が高くなるに従って泡の発生量
は多くなり、水位が一定の高さを越えると泡の発生は飽和するため、泡発生水位により泡
の発生量を調整することができる。
【００５０】
　図８は、モータ９の回転数と泡発生量の関係を示しており、回転数が低いと泡の発生量
は少なく、回転数が高くなるに従って泡の発生量は多くなり、回転数が一定の高さを越え
ると泡の発生は飽和するため、回転数により泡の発生量を調整することができる。
【００５１】
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　図９は、モータ９の駆動時間と泡発生量の関係を示しており、水位や回転数と同様の関
係がある。
【００５２】
　このように本実施例によれば、制御手段１３で給水手段１０の泡発生水位とモータ９の
回転数と駆動時間とを調整可能にしたので、内槽を回転させ内槽と外槽の間に発生させる
泡の量を制御でき、泡水発生の信頼性を低コストで確実なものとすることができる。
【００５３】
【発明の効果】
　以上のように本発明の請求項１に記載の発明によれば、溶解した洗濯液より泡を発生さ
せ、発生した泡を泡室に集めて上方に揚水し、内槽内の洗濯物に上方からかけることで、
高い洗浄力を確保できて、洗いむらを低減することができ、さらに、内槽を回転させ内槽
と外槽の間に泡水が発生した際、泡室への泡水の誘い込みと逆流を防止することができ、
内槽の上方の泡吐出部から内槽内に吐出することができ、単純な構成で信頼性を向上する
ことができ、部品点数を減らすことでコストを低減することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】　本発明の第１の実施例の洗濯機の縦断面図
【図２】　同洗濯機の外槽の一部切欠した斜視図
【図３】　同洗濯機の外槽の一部切欠した要部拡大斜視図
【図４】　本発明の第２の実施例の洗濯機の外槽の一部切欠した要部斜視図
【図５】　本発明の第３の実施例の洗濯機の要部断面図
【図６】　本発明の第４の実施例の洗濯機のカバーの一部切欠した要部斜視図
【図７】　本発明の第５の実施例の洗濯機の泡発生時の水位と泡発生量の関係図
【図８】　同洗濯機の駆動手段の回転数と泡発生量の関係図
【図９】　同洗濯機の駆動手段の駆動時間と泡発生量の関係図
【図１０】　従来の洗濯機の縦断面図
【符号の説明】
　１　外槽
　２　内槽
　６　カバー
　９　モータ（駆動手段）
　１０　給水手段
　１３　制御手段
　１４　泡室
　１５　循環経路
　１６　泡吐出部
　１７　側壁面
　１８　仕切り板
　１９　開口部
　２１　端部
　２２　平面部
　２３　案内面
　２４　リブ
　２５　反対側面
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